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四
月
よ
り
栗
原
北
小
学
校
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
校
長
の
吉
田
益
巳
と

申
し
ま
す
。「
全
て
は
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
」
を
教
職
員
の
合
い
言
葉

に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
生
き
と

学
習
活
動
に
取
り
組
む
学
校
」、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

「
行
か
せ
た
い
学
校
」
と
な
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
二
十
五
日
に
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
「
ゲ
ー
ム
障
害
」
が

精
神
疾
患
と
し
て
正
式
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

だ
け
で
な
く
、
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
使
い
す
ぎ
に
よ
る
依
存

症
は
、
世
界
的
に
も
大
き
な
社
会
問

題
と
な
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

障
害
だ
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
教
育
委
員
会
も
四
月
に

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
東
京
ル
ー
ル
」
を
改
訂
し

ま
し
た
。
依
存
症
や
自
ら
の
身
を
守

る
た
め
、
ま
た
、
動
画
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
防
止
へ
の
ル
ー
ル
を
打
ち
出

し
、
正
し
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
使
え
る
よ
う

に
、
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
過
ご
す
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
夏
休
み
の
前
に
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
東

京
ル
ー
ル
」
や
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に

あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ル
ー
ル
を
も
と
に
、
家

庭
で
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
決

め
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
が
子
ど
も
た

ち
に
は
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
未
成
年
で
は
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
人
が

　

今
回
は
、
西
新
井
大
師
の
北
に
位

置
す
る
西
新
井
東
町
会
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
石
渡
新
一
会
長
の
ご
自

宅
に
お
伺
い
し
、
町
会
行
事
・
運
営

等
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
場
所
は
江
戸
中
期
ご
ろ
十
数

戸
が
点
在
す
る
、
地
名
も
袋
在
家
と

小
字
で
呼
ば
れ
る
地
域
で
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
と
開
墾
が
進
み
、
広
々

と
し
た
肥
沃
な
農
耕
地
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
昭
和
五
六
年
四
月
に
西

新
井
町
会
よ
り
第
二
一
部
が
分
離
独

立
し
、
西
新
井
二
丁
目
・
五
丁
目
の

広
い
地
域
（
小
字
・
袋
在
家
地
区
）

か
ら
な
る
西
新
井
東
町
会
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
区
を
は
じ
め
関
係
公

共
機
関
と
も
連
絡
を
密
に
し
、
明
る

く
安
全
で
、
安
心
で
き
る
住
み
良
い

街
づ
く
り
に
努
め
町
会
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

こ
の
町
会
に
は
、
他
の
地
域
の
人

た
ち
が
羨
む
よ
う
な
公
園
が
三
ヶ
所

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
目
が
新
西
新

井
公
園
（
愛
称
・
タ
コ
公
園
）
で
す
。

赤
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
タ
コ
の
姿
の
す

べ
り
台
は
、
都
内
で
一
番
初
め
に
設

置
さ
れ
た
と
言
う
有
名
な
公
園
で
、

後
に
こ
の
遊
具
を
参
考
に
各
地
域
に

タ
コ
公
園
が
造
ら
れ
、
全
国
に
広

ま
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。（
諸
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買
い
与
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
大
人

の
責
任
で
、
子
ど
も
た
ち
を
依
存
症

や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
置
く
時

間
を
作
り
、読
書
に
充
て
ま
し
ょ
う
。

　

足
立
区
の
平
成
三
十
年
度
『
子
ど

も
の
健
康
・
生
活
実
態
調
査
』
で
は
、

最
近
一
か
月
で
一
冊
も
本
を
読
ん
で

い
な
い
子
ど
も
は
、小
四
約
二
十
％
、

小
六
約
十
七
％
、
中
二
約
四
十
一
％

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

足
立
区
立
小
学
校
教
育
研
究
会
の

総
会
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た

『
ロ
ボ
ッ
ト
は
東
大
に
入
れ
る
か
』

の
著
者
新
井
紀
子
さ
ん
は
、「
調
査

研
究
の
中
で
、
多
く
の
中
高
生
が
問

題
の
文
脈
を
理
解
し
な
い
ま
ま
計
算

や
暗
記
に
よ
っ
て
問
題
を
解
い
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
読
解
力
が
な
い
た
め
、
一

人
で
は
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
足
立
区
の
子
ど
も
た
ち
の
読

書
習
慣
の
現
状
か
ら
、
足
立
区
の
子

ど
も
た
ち
は
大
丈
夫
と
は
言
え
な
い

状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
本
は
心
の
栄
養
」
と
小
学
校
の

担
任
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
今
で
も

し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
自
分

一
人
で
は
で
き
な
い
多
く
の
体
験
、

ま
た
、
研
究
者
が
一
生
を
か
け
て
研

究
し
た
成
果
を
一
冊
の
本
が
教
え
て

く
れ
ま
す
。
夏
休
み
は
ぜ
ひ
読
書
を

通
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
は
ス
マ
ホ
を
置
い
て
読
書
に

①
総　

会　
　

五
月
三
一
日
（
金
）

　
　
　
　
　

西
新
井
区
民
事
務
所

②
委
員
会

　
　

第
一
回　
　

十
月
四
日(

金)

　
　

第
二
回　
　

二
月
六
日(

木)

　
　
　
　
　

西
新
井
区
民
事
務
所

③
理
事
会

　
　

第
一
回　
　

五
月
十
日(

金)

　
　

第
二
回　

七
月
十
二
日(

金)

　
　

第
三
回　

九
月
二
十
日(

金)

　
　

第
四
回　

一
月
十
七
日(

金)

　
　

第
五
回　

三
月
二
五
日(

水)

　
　
　
　
　

西
新
井
区
民
事
務
所

④
合
同
宿
泊
研
修
会

　

町
会
自
治
会
協
議
会
と
の
共
催

　

六
月
十
六(

日)

〜
十
七
日(

月)

　
　
　
　

山
形
県
上
山
温
泉
方
面

⑤
委
員
日
帰
り
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

九
月
八
日(

日)

　
　
　
　
　
　

大
田
区
羽
田
方
面

⑥
非
行
化
防
止
チ
ラ
シ
の
配
布

　
　

年
二
回
配
布

　
　
　
（
夏
休
み
前
・
冬
休
み
前
）

⑦
機
関
紙
「
だ
い
し
っ
子
」
発
行

　
　

年
二
回
発
行
（
七
月･
十
二
月
）

⑧
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

　
　
　
　

十
一
月
十
七
日
（
日
）

　
　

都
立
足
立
工
業
高
校
体
育
館

⑨
西
新
井
地
区
新
春
区
政
懇
親
会

　
　
　
　
　
　

一
月
二
三
日(

木
）

⑩
善
行
青
少
年
顕
彰
式

　
　
　
　
　
　

二
月
十
六
日
（
日
）　

　
　
　
　

西
新
井
区
民
事
務
所

⑪
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

　
　
　
　
　
　
　

三
月
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

令
和
元
年
度

西
新
井
地
区
対
事
業
計
画

○
興
野
北
町
会　

盆
踊
り

　

七
月
二
六(

金
）〜
二
七(

土)

　
　
　
　
　

各
日
十
八
〜
二
一
時

　
　
　
　
　
　
　

西
新
井
小
学
校

○
西
新
井
本
町
二
丁
目
町
会

　

納
涼
盆
踊
り

　
　

八
月
二
日(

金)

〜
三
日(

土)

　
　
　
　
　

各
日
十
八
〜
二
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
公
園

○
大
師
夏
ま
つ
り
二
〇
一
九

　

八
月
十
七(

土
）〜
十
八(

日)
 　

　
　
　
　

西
新
井
大
師
境
内

○
興
野
町
住
宅
自
治
会

　

納
涼
盆
踊
り
大
会

　

八
月
二
三(

金
）〜
二
四(

土)

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

　
　
　

興
野
町
住
宅
内
中
央
公
園

○
西
新
井
十
五
部
町
会　

納
涼
祭

　
　
　
　
　
　

八
月
二
四
日(

土)

　
　
　
　

西
新
井
第
二
児
童
遊
園

○
西
新
井
緑
町
会　

夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　

九
月
一
日(

日)

　
　
　
　
　

西
新
井
み
ど
り
公
園

○
西
新
井
町
会　

新
元
号
・

　

大
師
山
門
慶
祝
連
合
神
輿
渡
御

　
　
　
　
　
　
　

九
月
七
日(

土)

○
栗
原
氷
川
神
社　

奉
納
踊
り

　

九
月
十
五(

日
）〜
十
六(

月)

　
　
　
　
　

各
日
十
九
〜
二
一
時

　
　
　
　
　
　
　

栗
原
氷
川
神
社

○
大
師
行
灯
ま
つ
り

　
　

十
月
五
日(

土)

〜
六
日(

日)
 　

　
　

西
新
井
大
師
境
内･

周
辺

西
新
井
地
区
の

夏
ま
つ
り
等
開
催
予
定

西
新
井
東
町
会
を
歩
い
て

あ
の
町
こ
の
町

説
あ
り
）
長
い
あ
い
だ
赤
い
色
で
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
最
近
、
地
域

の
子
供
た
ち
に
デ
ザ
イ
ン
を
募
り
、

宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
装
飾
と
な

り
、
新
た
な
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
二
つ
目
は

袋
在
家
公
園
で
、
江
戸
中
期
か
ら
の

当
地
の
（
小
字
）
地
名
で
あ
り
町
会

の
中
心
部
に
位
置
し
、
防
犯
・
防
災

関
係
・
お
祭
り
時
の
盆
踊
り
会
場
と

し
て
も
有
用
な
場
所
で
す
。
三
つ
目

は
、
い
か
づ
ち
公
園
。
主
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
球
技
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
す
る
雷
神
社
は
享
保
十
八
年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
天
災
・

落
雷
や
未
曾
有
の
災
難
に
襲
わ
れ
困

窮
を
極
め
た
村
人
は
、
享
保
の
改
革

に
呼
応
し
立
ち
上
が
り
協
議
の
上
、

雷
の
大
神
を
創
設
し
、
郷
人
達
の
無

事
息
災
と
道
往
く
人
の
安
泰
を
祈
願

し
た
の
で
す
。
昭
和
六
三
年
に
は
境

内
に
西
新
井
東
町
会
会
館
兼
雷
神
社

社
務
所
を
建
設
し
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
境
内
入
口
前
に
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
そ
う
で
す
。

防
犯
防
火
に
注
視
し
、
安
心
し
て
住

め
る
街
づ
く
り
を
担
う
場
所
と
し
て

活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。


